
 

<平和学習>    ６月６日（火）３・４校時 
６月は『平和月間』です。 各教室から子どもたちの♪月桃の花♪

の歌声が毎日、聞こえてきます。 ７８年前の沖縄戦で激戦地となった

糸満。 喜屋武公園には、その当時、住民が生活をしていたガマが残っ

ています。 目を閉じて当時の様子を想像しようとしても、頭の中には、

のどかな喜屋武の今の様子が浮かぶだけです。 戦後７８年・・・。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年６月２３日（金）                    喜屋武小学校 学校だより 第３号           糸満市字喜屋武 55５番地 TEL 997-2298 

６月 15日 

（２年＊＊）■しょくりょうもなく

て、かわいそうだった。 人のした

いがころがって、かなしかった。 

日本ぐんが、おきなわの人をどか

して、うまをやすませるところにし

てかなしかったです。 

（３年＊＊＊）■ガマが半分しか

ないし、しょくりょうもなくて、がま

んをしていて、きつそうと思いまし

た。後、かぞくがなくなるのがいや

だと思いました。せんそうがこな

いように、まいにちなかよくする。   

（３年＊＊）■友だちといけんが

ちがってもゆずりあいをします。そ

れに、もし、いやな思いをしたら、

その人にはっきり、やめてというこ

とにします。ケンカをしたときは、

はっきりあやまりましょう。 

（３年＊＊＊）■国と国で、国を

バカにしないで、ミサイルをぜっ

たいにおとさないで、へいわなせ

かいにして、ちがう国の人をけん

じゅうでうたない。 もちろん、同じ

国の人もてっぽうで人をうたな

い。 今、おきているウクライナとロ

シアのせんそうは、今すぐやめて

ほしいです。 せんそうをしていけ

ないりゆうは、かぞくや友だちを

なくしたくないからです。 

（４年＊＊）■食べ物がないなか、あなでくらしていたって

きいて、びっくりしました。 知ってた人が目の前でなくなっ

て、それでもにげないといけないじょうきょうでくらすこと

は、こんなにもくるしくて、悲しいことだと分かりました。 

（５年＊＊）■３校時、初めてふれあいグループで平和学

習をしたのでびっくりしました。 ４枚の絵を見ながら、ふれ

あいグループで話し合いをするのが少し、しんせんで楽し

かったです。 ４校時は、さびらの方にインタビューをしまし

た。 戦争のルール、ごうとガマのちがい、沖縄戦の本当の

理由などを知ることができてよかったです。  

子どもたちの感想 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

<図書館前の『平和の輪』>    図書・掲示委員会の取り組み 
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（５年＊＊）■１９４５年の６月号に手りゅうだんの使い方などが書かれて

いると聞いた時は、びっくりしました。 いまは、ふつうのマンガなどが書

かれているのに、１９４５年の６月号には手りゅうだんの使い方が書いて

あることは知りませんでした。その他にも、そてつのどくを水につけてやわ

らげて食べると知って、本当に食べれるの？と思いました。 そてつを食べ

て死亡している人はいるのかな？と思ったので調べてみたいです。 

（５年＊＊）■沖縄戦で生きのびてくれたから、私は、今、生きているんだ

な、と思いました。 初めて、さびらの方々とお話して、色々なことが分かり

ました。 例えば、「ごう」と「ガマ」のちがい。 なぜ戦争中にカメラマンが

いた？など、インターネットでは調べれないことも知っていてすごかったで

す。 私は、さびらの方々みたいに会社を作るとまではいきませんが、未来

の子どもたちに沖縄戦のことについて話したいです。 今日は色々なこと

を知れて良かったです。 

（５年＊＊）■ふれあいグループで話し合いながら平和学習をしました。 

話し合いの時は、みんなの意見が合わなかったです。 インタビューはで

きなかったんですけど、来年はインタビューしたいです。 平和な未来に

するために、１人１人を大切にし、二度と戦争のない世界にしたいです。 

戦争は住民をまきこんだらだめ、ということを知りました。 戦争はざんこ

くなんだなと、ふかく思いました。 

（５年＊＊）■とくにおどろいたことは、子供向け雑誌に、しゅりゅうだんの

使い方がのっているということをきいたことです。 ほかには、ほんとうは、

戦争で一般人をなるべくまきこんじゃだめだけど、一般人の死者数が一

番多かったということです。 自分が平和のためにできることは、もっと戦

争について勉強をすることだと思います。 

（５年＊＊＊）■今があってよかったと思います。せんそうでは、ばくだん

が落ちてたし、たくさんの人がなくなってるからです。 今、学校にいけて

ることが楽しいです。 せんそうのことをいっぱい知れてよかった。お母さ

ん、お父さんにもおしえます。 

（５年＊＊）■５．６年でくわしく戦争のことを学習しました。 戦争でなぜ

カメラマンがいるのかを聞くと、「カメラマンも大変だったと思うし、こわか

った」と私は思いました。 ３校時は、ふれあいグループで４枚の写真を見

ながら話し合いをしました。 ならべるときは、順番がいっしょの意見の人

とちがう人がいて、けんかみたいになりそうでしたが、ふれあいグループ

で理由をいいながら沖縄戦について考えました。 かりまたにつきさん、

のぞえゆうまさんが本もしょうかいしてくれて、読みたくなりました。 戦争

がないくらしにしていきたいです。 ずっと「平和が最高～。」 

（６年＊＊）■沖縄戦では日本が本土決戦になると思って、武器や戦う

道具を作るために、沖縄での戦争を長くしていたと分かりました。 沖縄

戦で亡くなったのが多いのは日本兵士じゃなくて、一般市民が一番多い

ということが心に残りました。 束里のごうにアメリカ兵からかくれるため

にひ難民がいるときに、日本兵に、ここは病院にするから出て行けと言わ

れたけど、本当は馬を休ませるためだったと聞いてかわいそうだと思い

ました。 ６月２３日に終戦だと思っていたけど、 ９月７日が終戦だと分か

りました。 

『さびら』の平和教育ファシリテーター、日姫さん＆侑麻さんをお招きし

て、沖縄戦当時１０歳、喜屋武の大保さんが描いた絵から沖縄戦につい

て学びました。戦争を知らない世代がもっと下の世代に戦争や平和につ

いて考えさせていく・・・。 これからの平和教育の形です。 全児童で歌っ

た♬月桃の花♬平和への気持ちをしっかりと込めました。 

喜屋武小学校の平和学習の様

子がテレビで放映されました。 学習

中の子どもたちの真剣なまなざしが

とても印象的でした。  

平和月間の取り組みのひとつで『平和の輪』を展開しています。 子どもたちが平和への思いを込め、メッセージを書いて、学年ごとの輪に貼ってい

きます。 平和への願いが天に届き、二度と沖縄戦のような悲惨な争いごとが起きませんように。（ロシアとウクライナの争いが早く終息しますように。） 

<令和５年沖縄全戦没者追悼式に参加します。> ６月２３日（金） 

沖縄県内の全小学生を代表して、喜屋武小学校から２名（＊＊＊＊さん⑥、＊＊＊＊さん⑥）が、平和祈念

公園で行われる『沖縄全戦没者追悼式』式典内で献花を行います。 平和への思いを込め、大役を果たして

きます。 追悼式はテレビで放映される予定です。 ６月２３日（金）慰霊の日、正午の黙とうのあと、１２時０５分

から献花です。黙とうがすんだら、献花の様子もテレビで観てください。  
「みさきっ子」第３号平和特集号 


